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研究成果の概要： 
退化代数曲線族の局所符号数を、安定曲線のモジュライ空間上の符号数因子とエータ不変量の

群作用に関する変動項をモノドロミー情報に還元することを用いて、明示的に表示する道を開

くことができた。また関連する代数曲面上のペンシルや特異点についても、有用な進展があっ

た。 
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１．研究開始当初の背景 
 
退化代数曲線族の局所不変量について研究
開始当初は次のような段階であった。 
 
（１） 局所符号数については、安定族と非

安定族に分けて議論する方針は固ま
っており、その方法についても主要な
路線は目安がついていたが、詳しい計
算や証明の実質的部分を、これから行
おうという段階であった。 
 

（２） Horikawa 指数の明示式については、

局所符号数の理論を整備して、その主
要な応用として行おうという方針は
すでに立っており、低種数の例の計算
が散在しているという段階であった。 

 
 
２．研究の目的 
 
（１）退化代数曲線族の局所不変量、特に局
所符号数と Horikawa 指数について、有用な
明示公式を得ることが主要な目的である。 
 
（２）それと同時に、関連する代数曲面上の
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ペンシルの性質を追求することも目的であ
る。 
 
３．研究の方法 
 
上記の主要目的に対する方法について述べ
ると、与えられた曲線族が、安定的もしくは
非安定的なものに分け、それぞれ次の方法を
用いた。 
 
（１） 安定族の場合： 安定曲線族のモジ

ュライ空間上に「符号数因子」なるも
のを定義し、それを有理線形同値なよ
り具体性の高い因子に書き換えておき、
与えられた曲線族に引き戻す方法であ
る。 
 

（２） 非安定族の場合：安定還元から生ず
る寄与をモノドロミー情報を用いて明
示的に表し、（１）から得られる量に加
えるという方法である。 

 
 
４．研究成果 
 
（１） 安定族について吉川謙一氏と共同

研究を行った。その結果、奇数種数の
場合は Harris-Mumford 公式、偶数種
数の場合は Eisenbud-Harris 公式を
主要な道具として方法欄（１）に示し
たことを実現し、さらにいくつかの幾
何的応用を得た。曲線のモジュライ空
間の因子間の上記の公式が曲面論へ
の初めての応用例ではないかと思わ
れる。 
 

（２） 一般の非安定族については次の結
果を得た。すなわち、エータ不変量の
巡回群作用による変動項から「局所符
号不足数」なる量を抽出し、それを 
Nielsen-Matsumoto-Montesinos のモ
ノドロミー情報により明示的に表す
ことができた。Viehweg, S.L.Tan に
よる代数的研究の位相的意味を見出
した点でも価値を有すると考えられ
る。 

 
 

（３） さらに上の局所符号不足数の研究
から生じた知見により、石坂瑞穂氏と
共同で、 Dedekind 和の相互律をその
帰結として生じさせる新しい有用な
公式を得た。この公式は上記(2)の研
究に応用したが、今後も新しい応用が
期待される。 
 

（４） 代数曲面の標準環や完備線形系の

底点の研究において成果を得た。また
２次元正規特異点の不変量について、
新しい知見を得た。特に Yau の楕円
列の拡張になっている新しい我々の
列は、今後も特異点論と代数曲面の大
域理論双方に有用な道具を提供する
ことが期待される。 

 
 

（５） ３重被覆空間の特異点解消プロセ
スと不変量の表示について、新しい知
見を得た。Miranda の方法の深化が
Tan の解消法であった点と対比すれ
ば、我々の方法は Tokunaga の方法の
深化と言える。 
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